
街が教室になる
－次世代に繋ぐ、学びから始まる循環型観光－

丸亀市産業観光課
宮竹



ストーリーのFBと今後の展開06

ストーリー内容（対策の具体例と成果）05

ストーリー内容（課題と対策）04

アセスメントレポートのFBと分析結果03

TOP100の審査：1STEP、2STEP02

目次
Index

丸亀市の歩み01



丸亀市の歩み01

2022年

・観光庁「持続可能な観光地経営モデル地区事業」に採択されたことを契機にWGを設立

 地域の歴史や地理的特性、観光資源の現状を多角的に分析し、課題を抽出、解決策を模索

2023年

・立命館大学(食マネジメント学部)と産官学連携事業として、模索した解決策をモニタリング

・GD2023年版TOP100に『丸亀うちわ』の伝統継承の取り組みなどが評価され、選出

2024年

・実現可能性の高いものから官民で連携し、磨き上げを行う

・これまでの取り組みスキームをまるっと教育旅行向け探求学習プログラムへ商品化

2025年

・磨き上げを行ったコンテンツのPRと販路拡大、教育プログラムのセールス強化



TOP100の審査：1STEP、2STEP02

2014年から毎年開催されており、心に残るサステナブル・ツーリズムの事例として100の観光地や

事業者を選出し、世界各地の観光地、ツアーオペレーター、旅行者にPRを行っている。 

このコンペティションでは、公募により「100のサステナブル・ツーリズムのストーリー」が選出され、

そのス トーリーの有効性、革新性、他の地域における再現性と いった観点から審査される。

TOP100の中で最も優れたストーリーは、ベルリンで毎年開催されるITBベルリン内の「グリーン・

デスティネーションズ・ストーリー・アワード」にノミネートされる。

グリーン・デスティネーションズTOP100ストーリーズ



TOP100の審査：1STEP、2STEP02

グリーン・デスティネーションズの
評価員によってレビューされる

各地の優良事例を６つのカテゴリーから選択して提出

観光地管理、自然と景観、環境と気候、文化と伝統

地域社会の活性化、ビジネスとマーケティング

※申請者はSTEP１の結果を踏まえて、地域での持続可能性を向上
させるための施策を検討したり、他部署などに関係各所へ効果
的に周知できる

STEP
01

STEP
02

【申請対象】

1年目：15/84項目 2年目：30/84項目

※STEP2のストーリー審査へ進むには、60％以上のクリア率が必要

・プロモーション
・地域のブランド化



アセスメントレポートのFBと分析結果03

一部準拠の下記項目を改善していく必要あり

〈アセスメントレポートより分析結果〉

01
Trained coordinator

訓練を受けたコーディネーター

02
Reducing transport emissions from travel

旅行による輸送排出量の削減

04
Health and Safety

健康と安全

03
Noise

騒音



ストーリー内容（課題と対策）04

課題

サステナブル・ツーリズムへの共感、
認知度の低さ

観光関連事業者間の横断的な
ネットワークの不十分さ

地域資源の活用や価値創出

将来世代に向けた地域資源の継承に
対する理解度の低さ、
課題解決とビジネス性の両立

対策

「循環型経済（サーキュラーエコノミー）」の
可視化と実装

地域の資源循環の潜在力を明確にするために循環図を作

成し、課題の構造的理解と共有を行い、新たな地域ビジネ

ス創出の可能性を明確化（産官学連携事業）

課題構造の可視化とシンキングポイント
（思考の着眼点）の設定

1

産官学連携でのFWと多面的な検討

教育旅行向けプログラムと地元教育への展開

2

3



ストーリー内容（対策の具体例と成果）05
㈱パブリック レオマリゾート

ホテル

フードロス

コンポスト化

造園と菜園

ただ廃棄するのではなく、

リユースする
…

資源の循環、

地元業者とのパートナーシップ
…

コスト削減、
新たなビジネス展開

…

循環で生まれた
食材を再活用

…

シンキングポイント

パーク内
レストラン

教育旅行向け
コンテンツ化



ストーリー内容（対策の具体例と成果）05
㈱パブリック レオマリゾート



【課題】

松の処分に
コストがかかる

【事例】

レモン栽培の
グランドカバーで活用

【解決策】

剪定した松を
まるく農園へ提供

SDGs的視点からどうコンテンツ化して
ビジネス展開するのか！？

ストーリー内容（対策の具体例と成果）05
中津万象園 まるく農園



ストーリー内容（対策の具体例と成果）05

まるく農園のレモンは、市内の「タンジール・カ
フェ」でレモネードに加工・販売。
松葉をイメージした限定パッケージは、万博会
場での販売や試飲会でも好評。
中津万象園併設の「懐風亭」にて提供を検討
中、文化財の保全管理に対する寄付付き商
品として販売予定。

― 松葉リユースからレモネードへ ―

レモネードを大手前丸亀中学・高等学校の
ボランティア部「TSUNAGU」と㈱丸亀給食セ
ンターが認知しており、生徒自ら学び、地域
の魅力を発信する取り組みを校内で実施す
ることに成功。
→生徒自ら思考・デザインし、老舗和菓子屋
「寳月堂」が商品化。

― 地元教育への展開 ―



ストーリーのFBと今後の展開06

フィードバック 和 訳

ストーリータイトル

街が教室になる
－次世代に繋ぐ、学びから始まる循環型観光－

カテゴリー

ビジネス ＆ マーケティング

共創と社会的包摂の優れた例であるこの取
り組みは、持続可能な観光と循環型経済の
実践を通じて地域のアイデンティティを活
性化するだけでなく、教育、地域社会の関
与、環境管理を地域イノベーションのため
の再現可能なモデルに統合することで、次
世代のエンパワーメントにも貢献します。

評価委員会のコメント



ストーリーのFBと今後の展開06
教育旅行向け探究学習プログラムへの展開（ワークブックも作成）



STEP

01

STEP

02

STEP

03

既存コンテンツの磨き上げ

新規コンテンツの発掘と連携
新たな地域課題に対する

取り組み実行

ストーリーのFBと今後の展開06

国内外からの視察やインバウンド客、教育旅行へ展開



今後の展望（まとめ）06

モノ・コトづくり

ヒトづくり地域づくり

この歯車を回し続けるために、単なるモノづくりだけでなく、1つ

のモノ・コトが生まれ、持続していくには「どんな立場の人がどの

ように関わっていくのか」、コミュニティーの構築と継続を深く考

える必要があると感じる。

プレーヤーの確保やシビックプライドの醸成を意識しつつ、「教

育的価値・ブランド化・共創」の循環を観光軸で考えていく。

モノ・コトづくりには、必ず人が集まり、人づくり（人間関係

構築）が生まれ、やがて地域として歯車が動き出す！

持続可能な観光地域づくりには

「モノ・コトづくり → ヒトづくり → 地域づくり」が重要



ご清聴ありがとうございました。
Thank you for  your  a t tent ion .
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